
議
員
提
出
第
十
六
号
議
案

北
朝
鮮
の
核
実
験
に
対
し
制
裁
の
強
化
と
国
民
の
安
全
確
保
を
求
め
る
意
見
書

本
月
三
日
、
北
朝
鮮
が
六
回
目
と
な
る
核
実
験
を
実
施
し
た
。

わ
が
国
を
は
じ
め
国
際
社
会
は
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
、
関
連
の
国
連
安
保
理
決
議
の
完
全
な
遵
守
を
求
め
、

核
実
験
や
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
等
の
挑
発
行
為
を
決
し
て
行
わ
な
い
よ
う
警
告
と
要
求
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
一
月
及
び
九
月
に
引
き
続
き
、
核
実
験
を
再
度
強
行
し
た
こ
と
は
、
関

連
安
保
理
決
議
の
明
確
な
違
反
か
つ
国
際
的
な
軍
縮
・
不
拡
散
体
制
へ
の
重
大
な
挑
戦
で
あ
る
ば
か
り
か
、

わ
が
国
に
対
す
る
直
接
的
脅
威
と
し
て
断
じ
て
容
認
で
き
ず
、
厳
重
に
抗
議
す
る
と
と
も
に
最
も
強
い
言
葉

で
非
難
す
る
。

北
朝
鮮
は
、
度
重
な
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
を
通
じ
て
、
わ
が
国
や
同
盟
国
に
と
っ
て
探
知
や
迎
撃
が

よ
り
困
難
な
ミ
サ
イ
ル
技
術
を
向
上
さ
せ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
回
の
核
実
験
は
過
去
に
比
類
な

い
規
模
で
行
わ
れ
た
。
北
朝
鮮
の
脅
威
は
か
つ
て
な
く
深
刻
か
つ
重
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
防
衛
を
迅
速
か
つ
抜
本
的
に
強
化
す
る
と
と

も
に
、
万
が
一
の
際
の
国
民
の
保
護
に
万
全
を
期
す
べ
く
、
国
民
の
生
命
、
わ
が
国
の
領
土
・
領
海
・
領
空

を
守
り
抜
く
万
全
の
態
勢
を
早
急
に
構
築
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
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